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［
森
林
技
術
セ
ン
タ
ー
］
岐
阜
県
下
呂
市
の
森

林
技
術
セ
ン
タ
ー
を
実
施
拠
点
に
、
七
月
四
日

に
開
講
し
た
准
フ
ォ
レ
ス
タ
ー
研
修
と
林
道
専

用
道
技
術
者
研
修
は
、
八
月
十
日
に
前
半
の
カ

リ
キ
ュ
ラ
ム
を
終
了
し
閉
講
し
ま
し
た
。

  

准
フ
ォ
レ
ス
タ
ー
研
修
は
、
全
国
に
先
駆
け

て
実
施
し
、
地
元
岐
阜
県
を
は
じ
め
遠
く
は
京

都
府
、
一
府
八
県
の
県
職
員
と
国
有
林
の
流
域

管
理
調
整
官
等
、
総
勢
八
十
二
名
が
受
講
し
ま

し
た
。

  

研
修
で
は
、
森
林
・
林
業
再
生
プ
ラ
ン
の
概

要
や
准
フ
ォ
レ
ス
タ
ー
の
役
割
、
市
町
村
森
林

整
備
計
画
の
講
義
等
に
加
え
、
森
林
施
業
の
実

行
監
理
、
ゾ
ー
ニ
ン
グ
と
森
林
施
業
の
考
え
方

等
グ
ル
ー
プ
に
よ
る
演
習
を
行
い
、
准
フ
ォ
レ

ス
タ
ー
と
し
て
の
知
識
・
知
見
な
ど
の
習
得
を

図
っ
た
と
こ
ろ
で
す
。

　

ま
た
、
七
月
十
一
日
に
開
講
し
た
林
業
専
用

道
技
術
者
研
修
は
、
中
部
局
管
内
四
県
の
他
、

石
川
県
、
福
井
県
、
三
重
県
の
県
・
市
町
村
職

員
、
コ
ン
サ
ル
会
社
社
員
な
ど
に
国
有
林
の
森

林
土
木
技
術
者
等
、
総
勢
六
十
五
名
が
受
講

し
、
林
業
専
用
道
作
設
指
針
や
設
計
の
ポ
イ
ン

ト
な
ど
の
講
義
と
、
既
設
林
道
を
題
材
に
設

計
・
施
工
時
の
留
意
点
等
の
現
地
研
修
を
通
じ

て
、
今
後
の
路
網
整
備
に
つ
い
て
理
解
を
深
め

ま
し
た
。

　

講
義
、
演
習
で
は
、
林
野
庁
職
員
の
内
部
講

師
の
み
な
ら
ず
、
各
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
応
じ
て

学
識
経
験
者
、
有
識
者
等
の
外
部
講
師
か
ら
も

指
導
・
助
言
を
受
け
、
受
講
生
か
ら
は
、
地
域

の
森
林
づ
く
り
に
広
い
視
野
を
持
っ
て
取
り
組

ん
で
い
き
た
い
等
の
声
が
聞
か
れ
た
と
こ
ろ
で

す
。

　

後
半
の
研
修
は
、
九
月
二
十
六
日
か
ら
准

フ
ォ
レ
ス
タ
ー
研
修
の
Ⅱ
週
目
が
、
十
月
三
日

か
ら
林
業
専
用
道
技
術
者
研
修
の
三
回
目
が
そ

れ
ぞ
れ
開
講
さ
れ
、
十
一
月
十
一
日
に
今
年
度

の
准
フ
ォ
レ
ス
タ
ー
等
研
修
は
全
て
閉
講
す
る

予
定
で
す
。

●
研
修
の
経
過

◎
准
フ
ォ
レ
ス
タ
ー
研
修
の
実
施
状
況

一　

開
講
式

　

岐
阜
県
立
森
林
文
化
ア
カ
デ
ミ
ー
学
長
、
下

呂
市
長
ほ
か
多
数
の
来
賓
を
迎
え
開
講
式
を
開

催
。

　

城
土
局
長
か
ら
は
森
林
・
林
業
の
再
生
に
向

け
た
一
連
の
動
き
を
踏
ま
え
、
市
町
村
森
林
整

備
計
画
の
策
定
等
の
支
援
業
務
を
行
う
「
准

フ
ォ
レ
ス
タ
ー
」
へ
の
期
待
と
激
励
の
挨
拶
。

二　

オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

　

中
部
ブ
ロ
ッ
ク
研
修
の
プ
ロ
セ
ス
マ
ネ
ー

ジ
ャ
ー
伊
藤
栄
一
氏 

（
森
の
な
り
わ
い
研
究
所

代
表
）
の
進
行
に
よ
る
研
修
生
へ
の
オ
リ
エ
ン

テ
ー
シ
ョ
ン
を
実
施
。

　

研
修
生
の
緊
張
を
和
ら
げ
る
た
め
、
一
週
目

②
研
修
か
ら
は
簡
単
な
自
己
紹
介
を
取
り
入
れ

る
。

三　

講
義

①�

森
林
・
林
業
再
生
プ
ラ
ン
の
概
要
、
准
フ
ォ

レ
ス
タ
ー
の
役
割

　

林
野
庁
内
部
講
師
か
ら
森
林
・
林
業
再
生
プ

ラ
ン
の
概
要
及
び
准
フ
ォ
レ
ス
タ
ー
の
役
割
に

つ
い
て
講
義
。

　

日
本
型
フ
ォ
レ
ス
タ
ー
は
広
域
的
、
長
期
的

な
視
野
を
持
っ
て
地
域
の
森
林
経
営
の
ビ
ジ
ョ

ン
を
描
き
、
中
立
的
な
立
場
で
地
域
の
関
係
者

を
指
導
す
る
、
地
域
の
森
林
・
林
業
の
牽
引
者

な
ど
。（
森
林
施
業
プ
ラ
ン
ナ
ー
は
事
業
体
の

立
場
で
事
業
計
画
、
施
業
提
案
を
作
成
。）

開講記念式典での来賓挨拶

オリエンテーションの様子

講義の様子（研修生から質問も活発に）

准
フ
ォ
レ
ス
タ
ー
等
研
修
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　

実
施
状
況

准
フ
ォ
レ
ス
タ
ー
等
研
修
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　

実
施
状
況
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②�
森
林
施
業
の
集
約
化
（
提
案
型
集
約
化
施

業
）

　

外
部
講
師
の
岐
阜
県
森
林
組
合
連
合
会 

三

島
喜
八
郎
副
会
長
か
ら
森
林
施
業
の
集
約
化
に

つ
い
て
、
事
例
を
交
え
て
の
講
義
。

③
路
綱
と
作
業
シ
ス
テ
ム

　

外
部
講
師
の
京
都
大
学 
長
谷
川
尚
史
准
教

授
及
び
名
古
屋
大
学 

山
田
容
三
准
教
授
か
ら

路
網
と
作
業
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て
講
義
。

④�

森
林
施
業
の
実
行
監
理
演
習
（
仮
想
集
約
化

施
業
演
習
）

　

林
野
庁
内
部
講
師
及
び
中
部
局
内
部
講
師
か

ら
森
林
施
業
の
実
行
監
理
演
習
の
目
的
等
を
説

明
。
森
林
施
業
プ
ラ
ン
ナ
ー
に
対
し
支
援
、
指

導
・
助
言
す
る
際
の
視
点
等
を
養
う
。

　

間
伐
生
産
性
・
コ
ス
ト
分
析
シ
ー
ト
を
作
成

し
、
年
間
必
要
事
業
量
、
コ
ス
ト
計
算
の
基
礎

等
を
理
解
す
る
。

　

地
形
・
地
質
等
を
踏
ま
え
た
、
丈
夫
で
簡
易

な
、
間
伐
に
使
い
や
す
い
道
づ
く
り
に
つ
い
て

の
理
解
を
深
め
る
。

⑤�

市
町
村
森
林
整
備
計
画
演
習
（
ゾ
ー
ニ
ン

グ
）

　

林
野
庁
内
部
講
師
及
び
中
部
局
内
部
講
師
か

ら
市
町
村
森
林
整
備
計
画
演
習
（
ゾ
ー
ニ
ン

グ
）
の
目
的
、
進
め
方
及
び
演
習
地
の
概
要
等

を
説
明
。
地
域
の
自
然
的
、
社
会
的
条
件
を
背

景
と
し
て
、
発
揮
が
期
待
さ
れ
る
機
能
に
応
じ

た
森
づ
く
り
に
つ
い
て
検
討
す
る
手
順
、
ポ
イ

ン
ト
を
習
得
。
演
習
エ
リ
ア
内
の
ゾ
ー
ニ
ン
グ

を
行
う
。

四　

現
地
演
習

①
仮
想
集
約
化
団
地
の
現
地
演
習

　

研
修
二
日
目
に
各
グ
ル
ー
プ
が
机
上
で
検
討

し
た
森
林
作
業
道
等
の
線
形
を
現
地
に
お
い
て

確
認
。

　

現
地
踏
査
結
果
を
踏
ま
え
、
各
グ
ル
ー
プ
が

ベ
タ
ー
と
考
え
る
森
林
作
業
道
等
の
線
形
な
ど

を
発
表
。

外部講師（写真右：京都大学の長谷川准教授、左：名古屋大学の山田准教授）

分析シート作成（右）、よりベターな路網配置（左）

グループ毎のゾーニング作業の様子（右）、発表の様子（左）

グループに分かれ現地踏査（右）、発表の様子（左）
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②
森
林
施
業
検
討
会

　

実
際
の
施
業
地
に
お
い
て
、
森
林
簿
、
施
業

履
歴
、
地
形
図
等
の
森
林
情
報
か
ら
、
将
来
の

森
林
の
姿
（
目
標
林
型
）、
現
状
の
森
林
か
ら

の
誘
導
方
法
（
施
業
方
法
）
に
つ
い
て
各
グ

ル
ー
プ
で
検
討
し
発
表
。

　

外
部
講
師
の
信
州
大
学 
植
木
達
人
教
授
か

ら
専
門
的
な
見
地
か
ら
助
言
・
コ
メ
ン
ト
を
受

け
る
。

◎
林
業
専
用
道
技
術
者
研
修
実
施
状
況

一　

講
義

①
林
業
専
用
道
作
設
指
針
等
の
概
要

　

林
野
庁
内
部
講
師
か
ら
森
林
・
林
業
再
生
プ

ラ
ン
の
概
要
及
び
林
業
専
用
道
作
設
指
針
等
の

概
要
に
つ
い
て
講
義
。

②�

森
林
施
業
、
作
業
シ
ス
テ
ム
に
関
す
る
基
礎

知
識
と
配
慮
す
べ
き
留
意
点

　

中
部
局
内
部
講
師
か
ら
林
業
専
用
道
の
設

計
・
開
設
に
お
け
る
留
意
点
（
森
林
整
備
事
業

と
の
関
係
）
に
つ
い
て
講
義
。

③
現
地
研
修
の
準
備

　

外
部
講
師
の
㈱
中
部
森
林
技
術
コ
ン
サ
ル
タ

ン
ツ 
植
田
洋
二
参
与
か
ら
二
日
目
に
行
う
現

地
研
修
当
該
箇
所
の
概
要
説
明
及
び
当
該
箇
所

の
図
面
に
林
業
専
用
道
の
線
形
を
机
上
で
検
討

す
る
講
義
。

　

各
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
検
討
し
た
線
形
を
図

面
に
。

グループ検討の様子（右）、発表後の助言・コメントの様子（左）

講義の様子（右）、研修生の質問の様子（左）

当局の内部講師より講義

グループ検討の様子 外部講師の植田さんの講義
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④
今
後
の
活
動
に
向
け
た
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

　

林
業
専
用
道
技
術
者
研
修
を
受
講
し
て
理
解

で
き
た
事
項
、
調
査
設
計
又
は
施
工
に
お
い
て

発
注
者
と
し
て
留
意
す
る
点
な
ど
、
講
師
、
研

修
生
間
で
意
見
交
換
等
を
行
う
。

二　

現
地
研
修

①
検
討
線
形
の
現
地
踏
査

　

一
日
目
に
各
グ
ル
ー
プ
が
検
討
し
た
線
形
に

つ
い
て
現
地
踏
査
に
よ
り
確
認
。

　

踏
査
結
果
を
踏
ま
え
グ
ル
ー
プ
内
で
再
検
討

し
た
内
容
の
発
表
、
意
見
交
換
。

②
林
業
専
用
道
の
調
査
設
計
等

　

外
部
講
師
の
㈱
中
部
森
林
技
術
コ
ン
サ
ル
タ

ン
ツ 

平
沢
唯
司
技
術
課
長
か
ら
既
設
林
道
を

用
い
て
林
業
専
用
道
の
調
査
設
計
に
お
け
る
留

意
点
、
ポ
イ
ン
ト
な
ど
を
説
明
。

　

研
修
生
は
調
査
設
計
又
は
施
工
に
お
け
る
留

意
点
等
に
つ
い
て
発
表
、
意
見
交
換
。

講師と研修生がディスカッション

検討結果の発表の様子 線形について現地踏査

調査設計の留意点、ポイントを説明

留意点などの発表の様子
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南信森林管理署
（各署の景勝地等を紹介）

風景紀行
「犬山・八曽自然休養林」

75
）

77

しろ うま だけ

南
ア
ル
プ
ス
南
部
の
登
山
口「
遠
山
郷
」

　

長
野
県
飯
田
市
上
村
・
南
信
濃
地
区
を
総
称

し
て
遠
山
郷
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。
遠
山
郷

は
、
南
ア
ル
プ
ス
（
赤
石
山
脈
）
の
南
部
西
側

に
中
央
構
造
線
に
沿
っ
て
遠
山
川
が
南
下
し
、

南
ア
ル
プ
ス
の
登
山
口
で
あ
る
と
と
も
に
、
遠

山
の
霜
月
祭
り
に
代
表
さ
れ
る
歴
史
を
有
し
た

町
で
す
。
飯
田
市
街
地
か
ら
東
に
向
か
い
車
で

約
一
時
間
程
の
位
置
に
あ
り
ま
す
。

◆
南
ア
ル
プ
ス
南
部
の
登
山
口

　

南
ア
ル
プ
ス
最
南
の
三
、〇
〇
〇
㍍
峰
の
聖

岳
（
標
高
三
、〇
一
三
㍍
）
と
ハ
イ
マ
ツ
群
生

の
日
本
最
南
端
の
地
を
望
む
光
岳
（
標
高
二
、

五
九
一
㍍
）
の
百
名
山
へ
の
長
野
県
側
の
登
山

口
に
あ
た
り
、
南
か
ら
鶏
冠
山
、
池
口
岳
、

加
々
森
山
、
光
岳
、
イ
ザ
ル
ガ
岳
、
易
老
岳
、

仁
田
岳
、
茶
臼
岳
、
上
河
内
岳
、
聖
岳
、
兎

岳
、
大
澤
岳
そ
し
て
赤
石
岳
へ
続
く
尾
根
は
大

自
然
の
ま
っ
た
だ
中
に
あ
り
、
朝
日
が
富
士
山

よ
り
昇
る
季
節
は
ご
来
光
を
仰
ぎ
い
た
だ
く

峰
々
が
そ
こ
に
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
落
石
を

繰
り
返
す
林
道
と
登
山
口
よ
り
尾
根
ま
で
五
時

間
を
超
え
る
急
登
が
待
っ
て
お
り
、
体
力
が
か

な
り
必
要
な
こ
と
か
ら
、
中
級
以
上
の
登
山
者

に
お
勧
め
の
ル
ー
ト
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

◆�

遠
山
の
霜
月
祭
り

　
（
国
重
要
無
形
民
俗
文
化
財
）

　

十
二
月
に
入
る
と
順
次
、
遠
山
郷
各
地
区
の

神
社
に
お
い
て
、
日
本
国
中
の
神
々
を
呼
び
集

め
て
、
各
神
社
に
は
湯
釜
が
置
か
れ
、
数
時
間

に
わ
た
り
古
く
か
ら
伝
わ
る
数
々
の
面
を
拝
し

た
舞
が
つ
づ
き
、
大
き
な
釜
は
熱
湯
を
た
ぎ
ら

せ
、
ク
ラ
イ
マ
ッ
ク
ス
に
は
舞
い
な
が
ら
素
手

で
熱
湯
を
ま
く
と
い
っ
た
湯
立
神
楽
を
奉
納
す

る
霜
月
祭
り
は
、
山
深
い
こ
の
里
の
厳
し
い
自

然
の
中
に
息
づ
い
た
素
朴
な
信
仰
と
エ
ネ
ル

光小屋稜線より富士を望む

ギ
ー
を
今
に
伝
え
て
い
ま
す
。

◆
下
栗
の
里
（
ふ
る
さ
と
百
選
）

　

国
道
一
五
二
号
線
か
ら
車
で
約
二
十
分
ほ
ど

登
る
と
山
の
斜
面
に
上
村
「
下
栗
」
と
い
う
集

落
が
あ
り
ま
す
。
平
ら
な
部
分
は
各
家
々
の
敷

地
で
畑
は
平
ら
な
も
の
を
探
す
こ
と
は
ほ
と
ん

ど
で
き
ま
せ
ん
。
集
落
の
中
を
つ
づ
ら
折
り
に

通
る
道
は
当
然
大
型
車
は
通
行
困
難
な
狭
隘
な

も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
下
り
坂
を
初
め

て
運
転
す
る
時
は
曲
が
り
道
で
道
の
先
が
見
え

ず
足
の
震
え
を
覚
え
る
こ
と
で
し
ょ
う
。
春
は

新
緑
の
芽
吹
き
と
山
桜
が
谷
か
ら
登
り
、
秋
に

は
紅
葉
が
ア
ル
プ
ス
の
尾
根
か
ら
下
る
遠
山
谷

の
風
景
を
一
望
で
き
ま
す
。

　

童
話
作
家
椋
鳩
十
氏
は
こ
の
遠
山
谷
か
ら
い

く
つ
も
の
童
話
を
誕
生
さ
せ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
地
域
の
国
有
林
野
は
南
ア
ル
プ
ス
を
主

体
に
管
理
し
森
林
生
態
系
保
護
地
域
な
ど
各
種

保
護
林
の
み
な
ら
ず
、
地
元
の
方
々
と
共
に
後

世
に
残
す
努
力
を
行
っ
て
い
ま
す
。

◆
ア
ク
セ
ス

　
（
下
栗
の
里 

所
在
地
）

　

長
野
県
飯
田
市
上
村

○
車
で
お
越
し
の
場
合

　

中
央
自
動
車
道
飯
田
Ｉ
Ｃ
か
ら
矢
筈
ト
ン
ネ

ル
経
由
で
七
十
五
分
。

○
公
共
交
通
機
関
を
利
用
の
場
合

　

Ｊ
Ｒ
飯
田
駅
か
ら
路
線
バ
ス
遠
山
郷
線
で

六
十
分
、
上
町
バ
ス
停
下
車
、
バ
ス
停
か
ら
タ

ク
シ
ー
で
十
五
分
。

耕して天に至る下栗の里集落

霜月祭「湯立ての神事」


